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今
度
は
、
イ

’
卜
が
、
こ
れ

・
出
た
が
、
革

石
て
混
迷
を

ァ
シ
ズ
ム

立
的
妥
に
屡
ヨ
れ
昌
霖
争
Ｉ

ｔ
に
渫
せ
ら
れ
た
の
で
あ
・
っ
た
。
わ
が

安
保
闘
争
は
、
こ
の
国
際
的
な
Λ
壁
▽

に
突
破
口
を
切
り
拓
く
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
現
代
帝
国
主
義
の

な
し
く
づ
し
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
と
闘
い
う

る
内
戦
的
主
体
の
構
造
を
凹
石
か
に
し

そ
の
端
緒
的
構
築
を
行
な
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
七
〇
年
代
へ
の
毎
毎
お
し
す

す
め
な
　
　
　
ー

の
沖
縄
闘
争
論
の

鰐
と
そ
Ｑ
止
揚
の
道

で
、
惣
召
年

遡
貝
を
決
め
た

悦
回
天
応
え

ア
ジ
ア
を
域

巨
大
な
変
化

で
○
、
Ａ
Ｎ

米
台
の
考
軍

一
價
消
区

ぢ
賤
日
米

ぽ
ま
ず
罫
一

一
一

ロ
ー
ガ
ン
を
更
に
高
く
鮮
明
に
し
、
革

命
的
左
翼
内
の
混
乱
を
止
揚
し
け
ん
引

し
て
い
く
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。

　
佐
藤
が
胸
を
張
る
「
新
吉
言
蒔
代

」
と
は
、
「
皐
奇
術
」
す
な
わ
ぢ
、

日
本
苛
国
主
丿
冒
軍
塀
カ
の
圧
倒
的
強

化
に
よ
る
日
米
反
共
命
同
盟
の
再
鰻

太
平
洋
全
域
へ
の
反
黄
命
同
盟
の
拡
大

と
こ
れ
冷
脅
景
に
、
こ
の
枠
組
内
に
お

け
る
旧
帝
政
独
自
利
害
追
求
、
。
ア
ジ
ア

制
か
荷
々
と
う
ち
固
め
つ
つ
あ
る
日
本

帝
国
主
義
に
と
っ
で
、
今
や
、
ア
ジ
ア

制
圧
は
、
そ
の
力
量
が
火
急
絶
対
に
要

求
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
且
作
協
定
を
も
っ
て
本
格
的
に
闘
始

さ
れ
て
い
る
日
帝
の
ア
ジ
ア
侵
出
は
、

現
在
、
す
で
に
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ィ
リ
し
ン
ヽ
タ
イ
等
に
圧
倒
的
に
拡

一

大
さ
れ
、
米
帝
の
支
配
に
次
々
と
と
フ

て
か
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
だ
が
、
ア
ジ
ア
制
圧
の
七
〇
年
代
と
’

ば
、
内
戦
の
七
〇
年
代
で
あ
る
。

　
日
大
帝
国
主
義
そ
の
一
一
を
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
の
不
均
等
発
展
は
国
際

通
鍍
危
機
飛
戦
後
的
世
界
資
本
主
義

体
制
の
鳥
栖
的
動
揺
を
つ
く
刀
出
し
、

こ
の
危
機
深
化
の
前
に
帝
国
主
義
各
国

は
三
〇
年
代
の
悪
夢
－
－
資
本
取
引
制

’
限
、
輸
入
為
替
割
当
な
ど
の
為
替
統
制

為
替
管
理
、
あ
る
い
は
為
替
精
算
協
定

に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
形
成
等
、
統
一
的
世

界
市
場
崩
壊
に
伴
う
全
面
的
危
機
の
三

三
〇
年
代
Ｉ
Ｉ
を
想
起
し
、
Λ
恐
怖
の

団
結
▽
を
く
り
返
し
て
い
る
が
、
不
均

等
発
展
の
激
化
は
こ
の
危
機
を
】
層
深

化
さ
せ
ず
に
は
お
か
ず
、
日
本
帝
国
主

義
は
、
こ
の
世
界
資
本
主
義
の
危
機
と

い
わ
ば
、
還
命
共
同
体
同
に
危
楕
を
深

め
つ
つ
、
し
か
も
、
激
動
の
ア
ジ
ア
ヘ

の
侵
出
に
よ
っ
て
、
致
命
的
な
自
己
危

機
を
創
出
せ
ざ
石
を
え
な
い
の
べ
す

な
わ
ち
、

　
日
本
帝
国
主
義
は
、
そ
の
帝
国
主
義

的
力
量
と
再
生
産
構
造
の
特
質
に
お
い

て
、
ア
ジ
ア
制
圧
を
絶
対
的
な
も
の
と

し
て
必
要
と
し
、
そ
の
帝
国
主
義
的
利

害
は
、
米
帝
国
主
義
と
非
妥
協
で
あ
る

　
（
侵
略
と
侵
略
の
対
立
）

、
だ
が
、
他
方
、
日
帝
は
、
七
億
の
中

国
人
民
、
ベ
ト
ナ
ム
革
命
戦
争
に
鼓
舞

醗
励
さ
れ
て
輩
命
的
覚
醒
に
あ
る
ア
ジ

ア
人
民
と
の
対
決
に
お
い
て
、
米
帝
国

主
義
と
の
反
荒
海
同
盟
を
絶
対
不
可
欠

と
す
る
。
そ
れ
紋
侵
略
は
、
厘
革
命
同

盟
の
枠
内
で
不
断
に
く
み
こ
さ
れ
、
反

革
命
同
盟
の
再
編
と
し
て
察
合
さ
れ
な
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現
代
帝
国
主
義
に
お
け
る
か
か
る
侵

略
と
反
革
命
の
不
統
一
は
、
ま
ず
な
に

よ
り
も
国
民
結
集
政
策
、
な
か
ん
ず
く

結
集
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
不
分
明
を
も
た

ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
結
果
、
、
米
帝
国
主

殺
の
現
在
的
危
機
に
端
的
に
示
さ
れ
て

い
る
ご
と
く
、
そ
の
侵
略
・
反
蔓
お

一
歩
一
歩
ぺ
国
民
的
分
裂
を
直
ち
に
。

外
化
さ
せ
、
請
階
級
趾
階
層
の
分
裂
と

対
立
、
す
な
わ
ち
、
国
際
的
に
禎
階
級
踊

階
層
を
、
権
力
の
な
し
く
ず
し
フ
ァ
シ

ズ
ム
化
に
呼
応
す
る
な
し
く
ず
し
フ
ァ

シ
ズ
ム
化
推
進
派
、
戦
後
民
圭
詣
諮

待
秩
序
派
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
双
涙
に

分
裂
対
立
立
乞
。
し
か
も
、
侵
略
反

莫
哭
装
、
自
清
武
夙
芋
甘
言
の

武
装
対
決
に
発
展
し
、
内
戦
を
創
出
せ

ず
に
は
お
か
な
い
の
だ
。
す
で
に
こ
の

こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
賜
争
を
契
機
に
あ

ら
わ
れ
で
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
旦
尚
国
志
義
及
づ
貨
国
吉
罰

労
働
運
動
指
導
部
の
反
革
命
加
担
と
、

社
共
の
『
是
が
非
で
も
平
和
を
』
の
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
協
定
碩
守
論
と
、
わ
が
革
命

的
左
翼
の
「
無
数
の
ベ
ト
ナ
ム
を
拶
と

の
、
三
つ
に
日
氷
質
鼓
争
は
分
裂
し

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
深
化
に

お
け
る
内
戦
的
状
況
の
現
出
を
、
今
秋

安
保
闘
争
に
お
い
て
、
端
待
的
に
み
た

の
で
あ
っ
た
。

一

一

来
春
四
・
ニ
ハ
沖
縄
闘
争
へ

内
戦
の
七
〇
年
の
突
破
口
を

　
現
下
に
お
い
て
、
こ
の
三
分
裂
は
、

権
力
な
し
く
ず
し
フ
ァ
シ
ズ
ム
派
が
秩

序
派
を
だ
き
こ
み
、
わ
れ
わ
れ
プ
ロ
独

派
と
対
決
す
る
と
い
う
’
七
〇
年
代
攻

防
の
前
司
卯
Ｅ
格
を
有
し
て
い
る
。
そ

れ
故
、
プ
ロ
独
派
の
前
に
た
ち
は
だ
か

る
権
力
の
強
権
的
弾
圧
は
、
一
見
、
強

固
で
あ
る
か
に
見
心
る
。
　
　
　
。

　
だ
が
、
す
で
に
諭
じ
た
ご
と
く
、
日

帝
の
ア
ジ
ア
制
圧
、
海
外
派
兵
、
今
院

限
帝
国
主
義
の
侵
略
反
革
命
は
、
そ
の

一
歩
一
歩
が
、
世
界
請
冒
級
砿
逼
の

大
分
裂
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

握
力
支
配
の
相
対
化
と
わ
が
プ
ロ
独
派

を
創
心
Ｖ
・
る
。

　
な
し
く
ず
し
フ
ァ
シ
ズ
八
は
、
1
0
・

Ｈ
月
攻
防
を
機
に
市
民
社
会
の
奥
深
く

に
ま
で
組
織
化
を
開
始
し
心

　
既
成
労
組
指
導
部
は
、
同
盟
－
Ｉ
Ｍ

Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
を
粕
に
更
に
総
評
民
間
単
産

に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
な
し
く
づ
し
フ
ァ

シ
ズ
ム
派
・
帝
国
主
義
的
労
働
落
涙

の
持
頭
気
分
労
凧
日
公
地
政
を
粕

に
し
た
や
序
凧
に
分
桟
化
を
深
め
、
且

う
、
秩
序
凧
は
、
公
労
協
、
図
公
地
公

中
小
企
業
の
内
部
か
ら
反
戦
青
年
委
を

血
こ
ｌ
厦
ノ
フ
り
’
ｊ
５
？
７
叙
ａ
ひ
・
、
ノ

一

一

派
石
沢
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
お
ち

つ
き
つ
つ
あ
る
。

　
反
戦
・
令
兄
ハ
開
運
勁
と
し
て
、
革
命

的
左
鴛
に
躍
優
凡
て
登
場
し
た
プ
ロ

独
沢
は
、
6
7
早
砂
川
闘
争
を
序
曲
に
、

1 0
・
８
を
も
っ
て
公
然
と
登
場
し
、
6
8

年
一
月
エ
ン
プ
ラ
悶
争
で
、
ま
ず
首
部

で
独
自
的
政
治
哲
男
力
を
獲
弓
し
て
、

そ
の
理
論
的
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動

組
概
論
的
に
も
、
批
判
か
ら
枝
川
し
、

以
吸
ま
さ
し
く
、
独
力
で
、
安
保
闘

争
の
地
平
を
切
り
拓
い
て
き
た
。
反
戦

全
共
同
は
、
帯
一
的
に
は
、
６
・
1
5
集
会

首
部
七
万
、

1
0
・
穏
沢
酋
榴
1
0
万
に

ま
で
拡
大
し
、
且
つ
、
質
的
に
も
、
1
0

・
８
を
も
っ
て
、
日
本
階
級
一
合
に
暴

力
を
狸
得
せ
し
め
、
し
か
も
、
４
・
2
8

門
争
の
敗
北
を
機
に
、
1
0
・
８
以
来
二

年
の
Λ
武
装
カ
ン
八
二
ア
闘
争
▽
か
ら

本
格
的
武
装
闘
争
、
内
戦
的
闘
争
包
、

内
戦
烈
中
央
権
力
悶
争
と
、
大
阪
申
電

に
て
開
始
し
た
深
部
か
ら
の
内
戦
開
始

と
し
て
の
新
た
な
霞
の
マ
ッ
セ
ン
ス
ト

ヘ
と
端
緒
的
に
質
的
前
進
を
か
ち
と
っ

て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
飛
躍
は
、
1
0

・
８
と
同
様
、
わ
が
同
盟
を
は
じ
め
と

す
る
革
命
的
左
翼
の
突
出
、
け
ん
引
に

＆
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安
保
決
戦
で
切
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の
質

安
保
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軍
事
戦
略

十
一
月
闘
争
と
同
盟
の
任
務

当
面
す
る
「
軍
事
」
の
政
徊

的
質
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
’

七
〇
年
代
を
担
い
き
る
革
命

党十
一
月
闘
争
と
わ
れ
わ
れ
の

〈
お
わ
り
に
〉
１

１
十
一
月
闘
争
の
総
括
に
か
え
て
Ｉ

主
内
容

．
‐
九
回
大
会
の
意
義
と
限
’
ｉ
第
二
回
国
際
反
帝
会
議
総
括

　
■
階
級
的
労
働
運
動
論
の
整
理
一
山
代
論
文
の
評
価
（
全
共

　
問
運
動
の
現
段
階
に
つ
い
て
）
‐
革
命
ぺ
争
論
舗
ソ
ビ
エ
・
？

゛
運
動
論
の
整
理
興
パ
ル
チ
ザ
ン
、
赤
軍
派
、
中
核
汲
む
批
判
¨
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